
「最低賃金」チェック機能
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「最低賃金」シート表示項目追加による画像差し替え
「2023年度の最低賃金にて本機能を
使用している場合」追記
｢5．計算結果の並替」項目追記

2025/6/24 P5,P6 個人情報フォーム変更にともない画像を差し替え
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はじめに

本マニュアルでは、「最低賃金」の操作についてご案内します。

「最低賃金」では、従業員に支払われる賃金を地域別に定められた

最低賃金と比較し、最低賃金額以上となっているかチェックできます。

※本機能で表示している地域別最低賃金は、厚生労働省の

　「地域別最低賃金の全国一覧」に記載されている金額を参照しております。

　【参考：厚生労働省ホームページ】
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/minimumichiran/index.html

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/minimumichiran/index.html


1.　「最低賃金」の起動方法　

5 目次へ戻る↑

1. 『Cells給与』で最低賃金のチェックをする事業所ファイルを「読込」します。

2. 「個人情報」を開き「最低賃金」をクリックします。



2.　「最低賃金」表示データ

6 目次へ戻る↑

初回起動時は、事業所ファイルの登録データを表示します。

①パターン　　　：「基本項目」＞「勤怠項目」タブの「基礎日数」、「基礎時間」

　　　　　　　　 ※パターン2以降は11ページで設定できます。

②最低賃金対象額：「個人情報」＞「基本情報」タブの「基本給」

　　　　　　　　 ※上記基本給を元に「時給換算額」を算出します。(退職者を除く。)

③都道府県      ：「個人情報」＞「年月日/住所等」タブの「住所」

　　　　　　　　 ※都道府県名を登録している場合は、暫定的に都道府県名を表示します。

　　　　　　　　  未登録の場合は空欄となります。

④参考データ　　：直近の給与計算結果(出勤日数・出勤時間・時間外単価)

　　　　　　　　 ※「給与更新」前でも「入力と計算」で「計算」したデータを表示します。

①

② ③

④



2.　「最低賃金」表示データ
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❖ 2023年度の最低賃金にて本機能を使用している場合
　　※2024年度の最低賃金適用後から使用する場合は8ページへお進みください。

目次へ戻る↑

💡　ポイント

　　2024年度の最低賃金を適用後、「最低賃金」欄を直接編集し、

　　「保存して終了」した場合、編集したデータに上書きして保存します。

　　次回以降は、直接編集した最低賃金額をシート上に表示します。

　

2023年度の最低賃金にて本機能を使用し、「保存して終了」している場合、
保存したデータの中に、シート上の以下項目を保存します。

・「設定」で登録する内容(最低賃金対象手当、基礎日数･基礎時間、パターン)
・「都道府県」(修正した内容を含む)
・「最低賃金」(修正した内容を含む)

2024年度の最低賃金を適用後に初めて「最低賃金」を起動した際は、2023年度で
作成した保存データの内容を参照し、項目の一部を引き継いで表示します。
内容が引き継がれる項目は以下のとおりです。

・「設定」で登録する内容(最低賃金対象手当、基礎日数･基礎時間、パターン)
・「都道府県」(修正した内容を含む)
　※「個人情報」で登録している住所と異なる都道府県で保存データを作成している場合は、
　　保存データの都道府県を表示し、セルを黄色で表示します。

※「最低賃金」は、2024年度の地域別最低賃金額を表示します。
2023年度で保存した「最低賃金」欄の内容は2024年度では引き継がれません。

※



3.　初期設定

8 目次へ戻る↑

最低賃金対象手当、基礎日数/基礎時間は「設定」より変更・追加が可能です。
各項目の設定方法は下記をご確認ください。

3.1. 最低賃金対象手当の登録・・・・・・・・・・・・・・・・9

3.2. 基礎日数・基礎時間パターンの登録・・・・・・・・・・・11

3.3. 各社員の基礎日数・基礎時間の設定・・・・・・・・・・・13

3.4. 最低賃金・都道府県の登録・・・・・・・・・・・・・・・15



3.　初期設定
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3.1．最低賃金対象手当の登録

2. 「最低賃金対象手当の登録」タブにて、最低賃金の対象とする固定手当に
チェックを入れ、「登録」をクリックします。

1. 「設定」をクリックします。

目次へ戻る↑

「最低賃金対象額」の初期設定では、月給者・日給者・時給者のいずれの場合も
「個人情報」の「基本給」を表示します。以下設定をおこなうと、月給者のみ
最低賃金対象額に選択した手当を含められます。



3.　初期設定
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4. 「最低賃金対象額」欄が変更されるので、その他の修正がない場合は、
　　　「4．設定後の再計算(17ページ)」へ進みます。

💡　ポイント

　　固定手当以外の計算・変動手当を最低賃金対象手当に含める場合や、

　　日給者・時給者で基本給以外の手当を最低賃金対象額に含める場合は、

　　シート上で直接「最低賃金対象額」を修正します。

　　手入力で修正したセルは黄色で表示されます。

目次へ戻る↑

3. 「フォームを閉じる」をクリックします。



3.　初期設定　
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3.2．基礎日数・基礎時間パターンの登録

2. 「基礎日数・基礎時間の登録」タブにて、登録するパターンにチェックを入れ、
　　　各基礎日数・基礎時間を入力して「登録」をクリックします。

基礎日数・基礎時間が複数ある場合は、5パターンまで登録できます。

目次へ戻る↑

1. 「設定」をクリックします。

💡　ポイント

　　「パターン1」は基本項目＞勤怠項目タブの「基礎日数」「基礎時間」が

　　登録されており(6ページの①参照)、設定フォームでは変更できません。

　　変更する場合は、基本項目＞勤怠項目タブにて修正してください。



💡　ポイント

　　

3.　初期設定　
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　　【登録したパターンを取り消す方法】

　　　取り消しするパターンのチェックを外します。
　　　クリアを確認するメッセージが表示されるので、「はい」＞「登録」の順に
　　　クリックし、フォームを閉じます。
　　

3. 表示されるメッセージは、「はい」＞「OK」の順にクリックします。
　　　チェックが入っているパターン全てを一括で登録できます。

目次へ戻る↑

4. 「各社員の基礎日数・基礎時間の設定(13ページ)」へ進み、
登録したパターンを社員ごとに設定します。



3.　初期設定　
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3.3．各社員の基礎日数・基礎時間の設定

3. 社員リストより、パターンを変更する社員を選択します(複数選択可)。

2. 「パターンの登録」タブを開きます。

目次へ戻る↑

💡　ポイント

　　「リスト表示」では、選択した給与区分に該当する社員を表示します。

1. 「設定」をクリックします。

11ページで登録した基礎日数・基礎時間のパターンを社員ごとに設定します。



3.　初期設定
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5. 表示されるメッセージは、「はい」＞「OK」の順にクリックします。
　　　パターン欄が変更されたことを確認してください。

4. 「パターン選択」のプルダウンより登録したいパターンを選択し、
　　　「登録」をクリックします。

目次へ戻る↑

💡　ポイント

　　各社員のパターンは、シート上でも直接入力して登録可能です。

6. その他修正がない場合は、「4．設定後の再計算(17ページ)」へ進みます。



3.　初期設定　
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3.4．最低賃金・都道府県の登録

2. 「最低賃金」欄に都道府県に対応した最低賃金額が表示されます。
　　　

1. シートの「都道府県」欄のプルダウンから都道府県を選択します。

目次へ戻る↑

「都道府県」は、「個人情報」＞「年月日/住所等」タブの「住所」に登録している
都道府県を参照し、暫定的に表示します。
「最低賃金」は、「都道府県」欄に対応した最低賃金を自動で表示します。
「都道府県」欄が空欄の場合や、事業場所在地に合わせて都道府県を変更する場合は、
以下手順にて登録してください。



3.　初期設定　
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3. 特定最低賃金を適用するなど、最低賃金に修正がある場合は、シート上で
直接修正します。都道府県の最低賃金と修正した賃金額が異なる場合は、
該当箇所を黄色で表示します。

目次へ戻る↑

4. その他修正がない場合は、「4．設定後の再計算(17ページ)」へ進みます。

💡　ポイント

　　緑色で表示されている項目は、全てシート上で手入力にて修正可能です。

　　なお、以下の場合は該当箇所を黄色で表示します。

　　・直接修正した最低賃金対象額

　　・登録している「都道府県」の最低賃金と異なる最低賃金

　　・「個人情報」＞「年月日/住所等」＞「住所」欄と異なる都道府県

　　　※「最低賃金」終了時に保存したデータと「個人情報」の住所を参照し、

　　　　都道府県が異なる場合は、黄色で表示します。

　　　　シートには前回保存したデータの都道府県を表示します。

　　　※「個人情報」の住所が空欄で、シート上で都道府県を選択した場合は、

　　　　黄色で表示されません。



4.　設定後の再計算　
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1. 「時給の再計算」をクリックします。

目次へ戻る↑

2. 表示されるメッセージは、「はい」＞「OK」の順にクリックします。

3. 「時給換算」欄が更新されていることをご確認ください。

「2．初期設定(9～16ページ)」を必要に応じて設定後、「時給換算」、「過不足」
「チェック」欄を更新するため、再計算します。



4.　設定後の再計算　

18 目次へ戻る↑

4. 「時給換算」が「最低賃金」を下回っている場合は、「過不足」欄に不足額が
マイナスで表示され、「チェック」欄に「×」が表示されます。

💡　ポイント

　「パターン」欄で、基礎日数・基礎時間が未登録のパターンを選択して

　「時給の再計算」をすると、「時給換算」、「過不足」欄は空欄となります。

　※パターンを登録する方法は、11ページを参照してください。



5.　計算結果の並替　
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1. 「並替」をクリックします。

目次へ戻る↑

2. プルダウンより並び替え方法を選択し、「並替」をクリックします。
各項目の詳細は下部表をご確認ください。

項目名 説　　明
昇順・降順
並び替え

社員No 社員Noを基準にして昇順または降順で並び替え 〇

部門
部門コードの値を基準にして昇順または降順で並び替え
※基本項目＞部門部課タブ＞部門欄の表示順が昇順

〇

部課
部課コードの値を基準にして昇順または降順で並び替え
※基本項目＞部門部課タブ＞部課欄の表示順が昇順

〇

給与区分
昇順は「月給→日給→時間給」、
降順は「時間給→日給→月給」で並び替え

〇

時給換算 時給換算した金額を基準にして昇順または降順で並び替え 〇

チェック チェック欄が「×」の社員を先頭に表示 ×

過不足 不足額が多い社員を先頭に表示 ×

都道府県 同じ都道府県の社員をまとめて表示 ×

パターン
設定した基礎日数・基礎時間のパターンごとに
昇順または降順で並び替え

〇

計算結果を選択した項目の規則に沿って並び替えできます。



5.　計算結果の並替

20 目次へ戻る↑

3. 表示されるメッセージは、「はい」＞「OK」の順にクリックします。

4. 一覧が並び替わっていることを確認してください。
※下図は「部課」を昇順で並び替え

💡　ポイント

　　「部門」「部課」は、部門･部課コードを基準に昇降順を選択できます。

　　「基本項目」＞「部門部課」タブで表示している順番が「昇順」です。

　　※部門部課名を登録する際に、部門･部課コードが自動附番されます。

　



6.　データ出力　
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「印刷」をクリックし、表示されたメッセージを「はい」で進むと、
Excelの既定のプリンタより「最低賃金一覧表」を出力します。
※既定のプリンタ設定についてはMicrosoft Excelのサポートサイト等をご確認ください。

目次へ戻る↑

6.1.　印刷

最低賃金チェック結果の確認や顧問先へお渡しする資料として、表示している
データを印刷またはExcelファイルに出力できます。

＜印刷イメージ＞



6.　データ出力　
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「ファイル出力」をクリックし、表示されたメッセージを「はい」＞「OK」の順に
進むと、デスクトップにファイルが保存されます。
※ファイル名は「○○○(事業所名)_最低賃金.xlsx」

目次へ戻る↑

6.2.　ファイル出力

＜出力イメージ＞

💡　ポイント

　　「ファイル出力」は、ソフトの画面を別のExcelファイルへ出力します。

　　出力したファイルは、適宜加工してご活用いただけます。



7.　「最低賃金」の終了/保存　
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「終了」をクリックし「保存して終了」・「保存のみ(終了しません)」・
「保存しないで終了」のいずれかを選択し、「OK」をクリックします。
それぞれの保存内容および操作後の動作については下部表をご確認ください。

目次へ戻る↑

項目名 内　　容

保存して終了

設定フォームから登録した
「最低賃金対象手当」「各パターン」と
シート上の「最低賃金」「都道府県」「パターン」を
保存し、最低賃金ファイルを終了します。
次回起動時は保存したデータを参照します。

※「最低賃金対象額」欄は保存されません。
　次回起動時に「最低賃金対象額」は登録されている基本給
　および最低賃金対象手当を読み込み、時給換算額を算出します。

保存のみ(終了しません)

設定フォームから登録した
「最低賃金対象手当」「各パターン」
シート上の「最低賃金」「都道府県」「パターン」の
保存のみをおこないます。

※「最低賃金対象額」欄は保存されません。

保存しないで終了
各種設定は保存されません。
次回起動時は初期値を読み込みます。



発行元　株式会社セルズ

本マニュアルに記載された内容は予告なく変更されることがあります。

本マニュアルに掲載した画面表示、説明図などは、実際のものとは一部異なる場合があり

ますのでご了承ください。
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